
弥栄神社の御祭礼に関する祭礼屋台等の状況調査について 

１ 調査に至る経過

平成 27 年度第２回協議会において、委員から「先の意見と関連するが、弥栄神社の御祭

礼で曳き出されている屋台は、現存するものの一部に限られていると思われる。長年組み

立てられることなく保管されたままの屋台も多数あるのではないかと認識しているが、そ

れらの屋台も含めて現況調査を行い、復活できるものは復活させていくべきであると考え

ている。」との意見があり、平成 13 年の観光課実施の調査以来、調査を実施していないた

め、調査を実施した。 

２ 目 的 

 平成 13 年に 20 町（＋篠ノ井地区の２町）を対象に屋台の状況について調査を行ったが、

約 15 年経過した現在の状況が把握できていないこと、平成 13 年の調査対象以外の町にも

眠っている屋台があるのではないかとのことから、屋台の有無、保管状況等を把握するこ

とを目的とする。 

３ 調査対象及び調査依頼日程 

弥栄神社の御祭礼で曳き出されている屋台ということから、第一地区から第五地区の町

を調査対象とした。 

地区 町 調査依頼期日 会議名 

第一地区 17 町 10 月 19 日（水） 総務部会 

第二地区 16 町 11 月 18 日（金） 総務委員会 

第三地区 11 町 11 月 9 日（水） 役員会 

第四地区 6 町 10 月 20 日（木） 総務部会 

第五地区 5 町 10 月 5 日（水） 区長会

計 55 町（第一～第五地区の全ての町） 

４ 調査内容 

 各町で所有する祭礼屋台等の状況調査票のとおり 

５ 調査結果 

 別紙 各町で所有する祭礼屋台等の状況調査結果一覧表のとおり 



地区名： 

記入者： 

連絡先： 

記入日：平成  年  月  日 

※次の各項目について、該当する番号に○をしてください。 

■各町で所有する屋台等の有無について                           

１ あり（種類：本屋台・踊り屋台・底抜け・二階建て・笠鉾・その他          ） 

２ なし（かつてあった場合、  年頃まであり、処分・    へ譲渡・その他     ） 

→ ２を選択した場合、調査は以上です。ありがとうございました。 

■屋台の保存状況について                                

１ 組み立てて保存         ２ 解体して保存 

３ その他（                                    ） 

※保存場所（                                    ） 

■屋台の状態について                                  

１ 状態は良い           ２ 軽微な補修が必要 

３ 重度の補修が必要        ４ 解体により不明

５ その他（                                    ） 

■屋台の補修予定について                                

１ あり（補修時期：                                ） 

２ 修復は不可能（理由：                              ） 

３ なし 

■屋台巡行に関する課題について（複数選択可）                      

１ 組み立て費用が不足       ２ 曳き手が不足

３ 課題なし 

４ その他（                                    ） 

■自由記入                                       

資料３ 

各町で所有する祭礼屋台等の状況調査票

ご協力ありがとうございました。


